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第 3 章では，空気比，燃焼量，旋回などの影響因子を変えた場合について，火炎内部の NO， N0 2 濃度ならびに
温度分布を測定し，さらに，予熱空気温度，排気再循環率，燃料中の窒素分 CFuel N) の諸因子について， NOx 排
























(2) 空気比，燃焼量，旋回などの影響因子を変えた場合について，火炎内部の NO， N02 濃度ならびに温度分布を
測定し，さらに，予熱空気温度，排気再循環率，燃料中の窒素分 CFuel N) の諸因子について， NOx 排出濃度
に及ぼす影響を調べ，諸条件での NO， N02 の生成・減衰挙動ならびに排出特性を明らかにしている。特に，火
炎構造によって NOx 排出濃度の温度依存性に著しい差異が生じることを指摘している o
(3) 燃料ノズル形状，燃焼量，予熱温度，空気比，排気再循環率，燃焼空気の旋回の有無などの因子が火炎から炉壁
への伝熱量(熱負荷)分布に及ぼす影響を実験的に調べ，燃焼状態と関連づけて，伝熱特性に及ぼす諸因子の影響
を明らかにしている。
(4) 質量，運動量，エネルギー，成分の保存式に基づいた炉内の流動・混合・燃焼の数値予測と合わせて，ガスふく
射の非灰色性を考慮した炉壁へのふく射・対流伝熱の数値予測を行っている o ガス温度分布，化学種濃度分布なら
び、に炉壁への伝熱量分布について，予測結果と実験結果との比較を行い，それらの予測法を検証している。また，
火炎内のすすが炉内温度分布や，炉壁での受熱量分布に及ぼす影響についても検討し，ガスふく射の重要性を示し
ている。
以上のように，本論文は，燃焼炉における伝熱特性ならびに NOx 生成・排出特性と燃焼状態の関連性を炉内の詳
細な測定に基づいて明らかにし，また，燃焼とともにガスふく射の非灰色性を考慮した炉壁への伝熱の数値予測を同
時に行うことを可能としているo これらの結果は燃焼工学や熱工学の発展に寄与するところが大きし」よって，本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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